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特定非営利活動法人ジャパン・プラットフォーム 

2023年度第2回常任委員会 議事録 
 

１． 日時： 2023年7月21日 (金)  14:00～16:15 

 

２． 場所：東京都千代田区麹町3－6－5麹町GN安田ビル4階JPF事務局会議室（ZOOM会議併用） 

 

３． 出席者の確認 

常任委員総数10名のうち、常任委員会の成立要件である3分の2以上の出席が満たされてい

る旨の報告がなされ、本会の成立を確認した。 

常任委員 

NGOユニット ： 上島安裕（代表理事） 

NGOユニット ： 山本理夏 

経  済  界 ： 井川紀道 

経  済  界 ： エディ操 

経  済  界 ： 金原主幸 

学識経験者 ： 桑名恵（14:05入室。入室までは議長へ委任） 

学識経験者 ： 堀場明子 

外  務  省 ： 松田俊夫 

代 表 理 事 ： 秋元義孝 

事 務 局 長 ： 髙橋丈晴 

 

オブザーバー 

NGOユニット（AAR） ： 穗積武寛 

外  務  省 ： 川合貴之 

 

議長は、ジャパン・プラットフォーム常任委員会規約第3条3に基づき、事務局長が議長を

務めることを確認した。 

先に行われた2023年度第3回理事会において、秋元義孝氏が常任委員に選任されたことを報

告した。 

永井委員長辞任に伴い、議長はジャパン・プラットフォーム常任委員会規約第3条2に基づ

き、委員長互選を委員に諮ったところ、上島安裕委員が委員長に全員一致で選任された。 

 

４． 審議事項  

(1) 第一号議案：2023年度第1回常任委員会議事録（案）の承認 

審議の結果、全会一致で以下の通りとした。 

承認。 

 

(2) 第二号議案：プログラム戦略会議からの提案について 

2023年度第3回プロブラム戦略会議において、民間資金の獲得及び審査の迅速性につい

て提案があった。IT活用など事務局主導で進められるもの、事業審査方法やガイドラ

インなどの改定が必要なものに分けて説明し、後者についてはタスクフォースメンバ

ーを選出して検討することを提案。事業開始を早め、民間資金を確保することを目的
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に今後の方向性について審議を行った。 

審議の結果、全会一致で以下の通りとした。 

事務局主導で進められるものと併行して、事業審査を行う各委員会の役割や機能の整

理・統合などの検討を行うタスクフォースを設置。タスクフォースメンバーは常任委

員から選任し、改革を進めていくことを承認。 

 

(3) 第三号議案：発災後の早期寄付開始について 

拡大していく緊急初動調査費用の獲得や寄付活動の早期化による更なる寄付の獲得の

ため、災害直後から寄付受付を開始すること及びそれに伴うガイドラインの改定につ

いて審議を行った。 

審議の結果、全会一致で以下の通りとした。 

国内発災時における寄付開始の仕組みを海外発災時においても運用できるよう早急に

実行することを承認。それに伴うガイドライン改定については、後日承認申請で対応。 

 

５． 報告事項 

(1)事業進捗報告 

2023年度当初予算の執行状況、国内外の事業活動総括及び事業資金の概況を説明した。 

緊急準備金を財源としたプロブラムの事業については、プログラム立ち上げの承認は

されているが審議にかけられている案件がないこと、民間資金では、ウクライナ人道

危機への寄付金の入金ペースが鈍化傾向にあることを説明した。 

 

(2)財務状況の報告 

事務局より2023年4月から6月末現在の財務状況報告（収支計算書・指定寄付入金明細・

事業費（助成金）明細・返還金（事業終了）明細・貸借対照表）とともに、トルコ南東

部地震被災者支援の寄付が継続していることなどの財務ハイライトを報告した。 

 

(3)民間収入報告及び広報強化策について 

2023年4月から6月末現在の民間寄付、会費、事業特定寄付の実績、賛助企業の入退会

状況、及び認知度向上のためのYouTube企画ついて報告した。 

 

(4)加盟団体の退会について 

「特定非営利活動法人テラ・ルネッサンス」がNGOユニット幹事会への通知を経て、7

月3日付退会した旨、報告した。 

 

(5)海外ワーキンググループからの報告（アフガニスタン）（NGO発表） 

アフガニスタン人道危機対応支援プログラムの事業進捗状況と成果を公益社団法人シ

ャンティ国際ボランティア会（SVA）から報告した。ワーキンググループ参画団体の増

加や支援の長期化、また、配布中心の支援ではなく、現地団体と協力した顔が見える

支援を行うためにも予算割当額の増額の必要性を訴えた。 

 

(6)海外ワーキンググループからの報告（イエメン）（NGO発表） 

イエメン人道危機プログラムの各団体の事業進捗状況について、認定NPO法人ADRA 

JAPAN（ADRA）から報告した。長期化する紛争の背景やイエメンの社会的文脈から取り

組むべきコンセプトとして「紛争下の開発モデル」を説明した。 
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(7)前回の常任委員会以降のメール審議についての報告 

（組織変更に伴うガイドラインの改定） 

前回の常任委員会以降にメール審議し、「組織変更に伴うガイドラインの改定」につい

て承認されたことを報告した。 

 

６． 次回以降の常任委員会開催日時と会場について 

2023年度第3回常任委員会：2023年9月22日（金）麹町GN安田ビル4F会議室 

2023年度第4回常任委員会：2023年11月21日（火）麹町GN安田ビル4F会議室 

2023年度第5回常任委員会：2024年1月26日（金）麹町GN安田ビル4F会議室 

2023年度第6回常任委員会：2024年3月15日（金）麹町GN安田ビル4F会議室 


